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1． 輸出の減少幅が縮小 

財務省が 10月 19日に公表した貿易統計によると、20年 9月の貿易収支は 6,750億円の黒字とな

り、事前の市場予想（QUICK 集計：10,273 億円、当社予想は 9,898 億円）を下回る結果となった。

輸出が前年比▲4.9％（8 月：同▲14.8％）と減少幅が急速に縮小したのに対し、輸入は前年比▲

17.2％（8 月：同▲20.8％）と大幅な減少が続いたため、貿易収支は前年に比べ 8,041 億円の改善

となった。 

輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比▲7.7％（8 月：同▲14.9％）、輸出

価格が前年比 3.0％（8月：同 0.1％）、輸入の内訳は、輸入数量が前年比▲8.4％（8月：同▲11.6％）、

輸入価格が前年比▲9.6％（8月：同▲10.4％）であった。 
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季節調整済の貿易収支は 4,758 億円と 3 ヵ月連続の黒字となり、8 月の 3,572 億円から黒字幅が

ニッセイ基礎研究所 

 

2020-10-19 

 

貿易統計 20 年 9 月－7-9 月期の外需寄

与度は前期比 2.8％（年率 11.7％）の大幅プラス

に 
 
経済研究部 経済調査部長 斎藤 太郎 

TEL:03-3512-1836 E-mail: tsaito@nli-research.co.jp 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

2｜               ｜経済･金融フラッシュ 2020-10-19 copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

拡大した。輸出が前月比 4.5％と 4ヵ月連続で増

加し、輸入の伸び（同 2.5％）を上回った。 

9月の通関（入着）ベースの原油価格は 1バレ

ル＝46.3ドル（当研究所による試算値）となり、

8月の43.4ドルから上昇した。原油価格(ドバイ)

は 6 月以降、40 ドル前後の推移が続いている。

通関ベースの原油価格は、10月以降も 40ドル台

となる可能性が高い。 

 

2． 米国向け輸出の持ち直しが鮮明に 

20年 9月の輸出数量指数を地域別に見ると、米国向けが前年比▲6.1％（8月：同▲20.1％）、EU

向けが前年比▲23.3％（8 月：同▲27.5％）、アジア向けが前年比▲3.7％（8 月：同▲7.3％）、う

ち中国向けが前年比 15.8％（8月：同 7.7％）となった。 

20年 7-9月期の地域別輸出数量指数を季節調整値（当研究所による試算値）でみると、米国向け

が前期比 41.7％（4-6 月期：同▲37.2％）、EU 向けが前期比 5.5％（4-6月期：同▲25.9％）、アジ

ア向けが前期比 4.9％（4-6月期：同▲8.8％）、中国向けが前期比 9.1％（4-6月期：同 6.6％）、全

体では前期比 12.8％(4-6月期：同▲20.8％）となった。 

経済活動の再開が早く、その後の回復も順調な中国向けはコロナ前の水準を上回っており、7-9

月期に前期比年率 30％程度の高成長が見込まれ

ている米国向けも順調に回復している。一方、景

気の持ち直しが鈍い EU 向けは急激な落ち込みの

後としては戻りが非常に弱い。 

世界的な経済活動の再開を受けて、輸出は最悪

期を脱した。ただし、世界的に新型コロナウイル

ス感染収束が見えない中で、経済活動の水準が元

に戻るまでには時間を要するため、先行きの輸出

は回復ペースが鈍化することが予想される。 

 

一方、20 年 7-9 月期の輸入数量指数（当研究所による試算値）は前期比▲5.5％（4-6 月期：同

4.6％）と 2 四半期ぶりに低下した。国内需要が急速に落ち込む中でもパソコン、携帯電話、マス

クなどの消費財が増加した 4-6月期の反動や国内需要の回復ペースの鈍さを反映したものと考えら

れる。 

 

3． 7-9 月期の外需寄与度は前期比 2.8％の大幅プラスに 

9月までの貿易統計と 8月までの国際収支統計の結果を踏まえて、20年 7-9月期の実質ＧＤＰベ

ースの財貨・サービスの輸出入を試算すると、輸出が前期比 7％台の増加、輸入が前期比▲9％程度

の減少となった。世界的な経済活動の再開を受けて輸出が高い伸びとなる一方、国内需要の弱さを

反映し輸入が減少したことから、7-9 月期の外需寄与度は前期比 2.8％（前期比年率 11.7％）の大

幅プラスとなることが予想される（4-6月期の外需寄与度は前期比▲3.0％、前期比年率▲10.9％）。 
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当研究所では、鉱工業生産、建築着工統計等の結果を受けて、10/30の weekly エコノミストレタ

ーで 20 年 7-9 月期の実質ＧＤＰ成長率の予測を公表する予定である。現時点では、外需が成長率

を大きく押し上げることに加え、緊急事態宣言の解除を受けて民間消費などの国内需要も増加する

ことから、前期比年率 20％近い高成長を予想している。 

 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が

目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


